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技術の特徴
・ヒトミルクオリゴ糖中のビフィズス菌増殖因子と推定されるラクトＮビオースIの製造法

研究の内容
１．ビフィズス菌のヒトミルクオリゴ糖代謝機構

２．ビフィズス菌由来酵素を用いたラクトＮビオース大量調製

今後の展開

ラクトＮビオースの機能を確認するとともに製造法の実用化を目指す。
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本内容は生物系特定産業技術研究支援センター基礎研究推進事業の成果です

バイオ

ビフィズス菌のラクトＮビオース特異
的ガラクトース代謝系の発見により、
ミルクオリゴ糖がラクトＮビオースに
分解されてから取り込まれる代謝
機構が推定される。

スクロースとGlcNAcを原料としたラクトNビオースの調製方法

赤字，原料：青字，生成物：枠内，触媒
網掛け・反応中リサイクルされる化合物

ラクトNビオースⅠの大量調製(約2 kg）
反応液を酵母処理後濃縮することにより
ラクトNビオースⅠの結晶を単離する
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